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《 北米産大豆 》 

１９／２０年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省がこのほど発表した１９／２０年度の米国大豆生産・需給予測によれば、単収は

前回から据え置きとなりましたが、作付面積が前回比４．１％減、収穫面積が４．３％減とそ

れぞれ下方修正されたことで、生産量は約４５０万トンの減産と大幅に下方修正されました。 

 また、同日発表された世界大豆生産・需給予測によれば、米国大豆と連動するように生産量、

消費量、期末在庫量、期末在庫率の項目全てで先月と比べ下方修正されました。 

 

１９/２０年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，１８３万ｔ （対前年比     ５.８％減） 

消 費 量 ３億５，４３２万ｔ （対前年比     ２.２％増） 

期末在庫量 １憶０，１７４万ｔ （対前年比    １１.２％減） 

期末在庫率 ２８.７％      （対前年度差 ４.３ポイント減） 

１９/２０年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億０,０１６万ｔ （対前年比    １９.０％減） 

消 費 量 ６，０９８万ｔ   （対前年比     ０.５％増） 

輸 出 量 ４，８３１万ｔ   （対前年比     ４.４％増） 

期末在庫量 ２，０５４万ｔ   （対前年比    ２９.５％減） 

期末在庫率 １８.８％     （対前年度差 ８.５ポイント減） 

 

《トピックス 》 

〇‟香り豆”の香りとは！？ 

花が咲くと枝豆の香りがするという幻の大豆‟香り豆”の香りを嗅ぎに圃場視察に行ってき

ました。当日はまだ咲き始めたばかりといった感じでしたが、いざ畑に立つと普通の大豆では

感じられない枝豆の香りがふわふわと漂っていてビックリ‼  

お盆時期にもかかわらず、生産者や農協の皆さんも勢揃い、そのうえ遠方からも多数の参加

を頂き、ありがとうございました。 
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《 国産大豆 》 

〇平成３０年産国産大豆入札情報 

 日本特産農産物協会はこのほど平成３０年産大豆で最後となる７月の入札結果を発表しま

した。 

それによると、上場数量２，１４１トンで、落札数量が１，９４３トン、落札率は９１％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／９，１４１円となり、平成３０年産の入

札が始まって以来、２ヶ月連続での値下がりとなりました。 

 普通大豆の銘柄別では、福岡や佐賀、熊本フクユタカや山形里のほほえみ、北海道とよまさ

りが全量落札となりました。３０年産で最後の入札となったため、落札率が上昇する一方、北

海道の納豆用が上場されなかったことで落札価格が下落したものと思われます。 

  

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １８年 １２月   ２，３３８ｔ     １，０５９ｔ    ４５％  

  １９年  １月   ５，８９７ｔ     ２，９３１ｔ    ５０％ 

  １９年  ２月   ６，２６６ｔ     ３，６２４ｔ    ５８％ 

  １９年  ３月   ５，４３２ｔ     ３，６００ｔ    ６６％ 

１９年  ４月   ５，２６１ｔ     ３，７６８ｔ    ７１％ 

１９年  ５月   ３，５８３ｔ     ３，１０６ｔ    ８６％ 

１９年  ６月   ３，４１５ｔ     ２，８９０ｔ    ８５％ 

１９年  ７月   ２，１４１ｔ     １，９４３ｔ    ９１％ 

                                                 

    合 計   ３４，３３３ｔ    ２２，９２１ｔ    ６７％ 

 

《 トピックス 》 

〇令和元年産大豆生産計画、集荷量２１％増の１９．３万ｔを見込む―ＪＡ全農・全集連 

ＪＡ全農と全集連はこのほど、令和元年産大豆の生産計画と集荷見込み数量をまとめ、農水

省に報告しました。 

それによれば、ＪＡ全農と全集連を合わせた元年産大豆の作付面積は前年比３％減の１１万

８，８４６haと減少予想となっており、これに平年単収を当てはめた集荷予定数量は、３０年

産集荷が天候被害で１６万ｔに下方修正されたことにより、２１％増の１９万３，２８９ｔと

前年比では大幅な増加見込みとなっています。 

 また、主要品種別の作付面積は、３０年産が高騰した北海道ユキシズカが９％増となってお

り、ミヤギシロメやタンレイといった宮城県銘柄の作付が増加傾向にあります。 

 集荷数量は、作付拡大見通しのユキシズカが２８％増、天候不良等で大きな被害を受けたフ

クユタカが３３％増と大幅な増加が見込まれています。 


